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公公開開シシンンポポジジウウムム  

  

フフラランンスス・・日日本本シシンンポポジジウウムム  

  

エエネネルルギギーーのの将将来来ののたためめのの先先端端材材料料科科学学  
エエネネルルギギーー生生産産・・貯貯蔵蔵ののたためめのの高高信信頼頼性性・・耐耐久久性性・・安安全全性性のの材材料料にに向向けけてて  

  

  

◆ 主 催： 日本学術会議 

◆ 共 催： 在日フランス大使館 

               フランス科学アカデミー 

◆ 日 時： 平成 26 年６月 30 日（月）～７月１日（火） 

◆ 会 場： 日本学術会議講堂（東京都港区六本木 7-22-34） 
	

（開催趣旨） 

 

エネルギー政策転換に向けた国際的な動向下、フランスと日本は最適なエネルギー 

ミックスを模索している。従来型エネルギーと代用エネルギーを適切に組み合わせ 

たエネルギーミックスにより、環境保全を確保しながらエネルギー需要を満たす必 

要がある。安全、かつ高い競争力と持続性を有する最適なエネルギーミックスを実 

現するには、（１）熱エネルギー利用技術の改良、及び（２）信頼性の高い再生可 

能エネルギーの開発・集配・貯蔵、という２つの方向に向けた研究およびイノベー 

ションの努力が必要となる。 

 

こうしたエネルギー技術には、極端な条件下（高圧、高温、及び腐食性環境）でも 

使用可能かつ長寿命の高効率材料とともに、高信頼性・安全性の構造物や施設が要 

求される。研究開発活動の命運は、環境に配慮するという制約にも適応でき、持続 

可能な技術面でのソリューション（解決策）につながる新規材料の設計にかかって 

いる。 

 

今回の第一回フランス－日本シンポジウムでは、（１）エネルギー政策転換という 

状況下におけるフランスと日本のエネルギー政策、（２）従来型エネルギーおよび 

再生可能エネルギー技術の将来にとって要ともなる先端材料、という２のテーマに 

関する議論を行うべく、エネルギー及びエネルギー関連材料の専門家を招へいする。 
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講演者等の詳細含み、一部確認中のため今後変更が入る可能性があります。
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＜お問い合わせ＞ 

開催場所や一般的なお問い合わせ： 

     日本学術会議事務局 国際担当室（フランス・日本公開シンポジウム担当） 

Email: i253@scj.go.jp; Phone: +81-3-3403-1949 

英語での情報: http://www.scj.go.jp/en/index.html 

在日フランス大使館： 

     科学技術部:  Phone: +81-3-5798-6035 

 

SScciieennccee  CCoouunncciill  ooff  JJaappaann  ((SSCCJJ))  

7-22-34 Roppongi, Minato-ku, 

Tokyo, 106-8555, JAPAN 

Phone: +81-3-3403-1949 
東京都港区六本木 7-22-34 

 

(ACCESS） 

Exit 5 at the Nogizaka Station 
of Tokyo Metro Chiyoda-Line 

東京メトロ 千代田線 

乃木坂駅 5 番出口 左手すぐ 
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